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あらまし 本研究では，情報交流サイトにおけるユーザ発言の活性化を目指し，ユーザの積極的な質問を促進させる

情報推薦システムを提案する．具体的には，ユーザの質問に対して，応答時に質問者の潜在的質問を推定し，応答結

果に潜在的質問内容に関する質問を付与し返答する．また，応答システムはユーザの質問に関して，関心の高い他

ユーザを発見し，そのユーザが返答可能な形式に拡張し，質問を転送する．これによりユーザの発言が増加し，情報

交流サイトの質の向上も期待できる．本論文では，提案する潜在的質問の推定手法に基づき情報推薦システムを構築

し，検討する．
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1. は じ め に

近年，Yahoo!知恵袋をはじめとしたQAサイト情報交流サイ

トが普及し，多くの人々が情報交流サイトを通じて，オンライ

ン上でつながりを作っている．情報交流サイト上では，ユーザ

同士の質問・回答を通じて，コミュニケーションできるが，質問

者には「何を聞けばいいのか」，「どのように聞けばいいのか」，

「誰に聞けばいいのか」という知識の差が存在し，これにより

円滑なコミュニケーションが進まないということがある．そこ

で，本研究では，情報交流サイトにおけるコミュニケーション

促進を目的にユーザの積極的な質問促進，それに対する適切な

応答結果を返答することを目指す．

本論文では質問促進として，具体的には，ユーザの質問情報

に対して，応答時に質問者の潜在的質問を推定し，応答結果に

潜在的質問内容に関する質問を推薦する応答システムを提案す

る（図 2）．推薦される潜在的質問を提示することで，ユーザ

の積極的な質問を促進させることが期待できる．また，提案す

る応答システムはユーザの質問に関して，関心の高い他ユーザ

を発見し，そのユーザに質問を転送する．これにより質問を転

送されたユーザの返信が期待でき，ユーザの積極的な質問促進

と合わせて発言が増加し，情報交流サイトにおけるユーザ満足

度の向上や対話の活性化につながる．

2. 関 連 研 究

チャットや QAサイトにおける対話分析に関する研究として，

田中ら [7]や原田ら [10]は，ユーザ間の対話からユーザの発話

意図を読み取り，システムに自動的に問い合わせを行うシステ

ムを提案している．また，松尾ら [9]やMladenic [10]は，ユー

ザの履歴情報から興味やキーワードを抽出し，ブラウジングを

支援するシステムを提案している．また，ユーザの振る舞い情

報に基づく情報推薦として，Liuら [6]は，ニュースサイトおい

て，ユーザの振る舞いに応じたページを推薦するシステムを開

図 1 質問促進のための情報推薦システム

発している．これらはいずれもユーザの振る舞いに着目してお

り，本研究では質問間および回答間の類似性を学習する点，さ

らにそれらを新たな質問として回答と合わせてユーザへ返信す

る点で異なる．

ユーザへの質問回答は知識支援技術とも関連しており，Sakusa

ら [3]，武吉ら [4]，さらに Zhouら [5]は，知識支援としてWeb

サイトの文章に自動でリンク生成するシステムを開発している．

本研究では，知識支援につなげるために回答に新たな質問を加

える点，さらにそれに基づいた会話促進を目的としてユーザを

推薦する点が異なる．

3. システム概要

提案する質問促進のための情報推薦システムは，会話となる

質問に対する回答との関係性を分析する．分析のため，会話に

出現する質問キーワードと関連する質問と回答のペアを QAサ

イトより取得する．それら質問から会話の質問と類似性の高い

質問と回答のペアを取得し，回答と回答集合との類似性を算出

し，類似性の高い回答に対する質問を取得する．また，質問も

同様に，質問集合との類似性の高い質問を取得し，取得した 2



図 2 質問とベストアンサーの類似性に基づく関連質問抽出

つの質問を会話の質問に対する関連質問として回答と合わせて

ユーザへ返信する（図 2）．

3. 1 質問抽出と応答生成

まず，ユーザの質問（発言）に対して，Yahoo!WebAPI の

キーフレーズ抽出（注1）を用いて重要度付き単語を特徴語とし

て抽出する．次に，各特徴語の重要度の高い特徴語を質問キー

ワードとして Yahoo!知恵袋 APIより，質問およびベストアン

サーのペアを N件取得する．取得した最上位のベストアンサー

A1 をユーザの質問に対する回答とする．

次に取得した N 件の回答から再度キーフレーズ抽出より単

語をM 個取得し，下記の TF-IDF 手法に基づき各回答を 1つ

のドキュメントとして，質問キーワード以外の各単語に重みを

付与する．

TF =
単語 iの出現回数
単語総数

　 IDF =
回答総数 N

単語 iが出現した回答数

この重みを要素とする各ベストアンサー Ai のベクトル

vai = (w1, · · · , wi, · · · , wm)を生成し，各ベストアンサーベク

トル間の類似度を下記より算出する．

sim(ai, aj) =

∑|M|
j=1

ai · aj√∑|M|
i=1

(ai)2 ·
√∑|M|

j=1
(ai)2

(1)

sim(ai, aj) の最も高い Aj のベストアンサーに対する質問

Qj を関連質問として抽出し，A1 と合わせて応答としてユーザ

へ返信する．

3. 2 会話促進のためのリンク生成

ユーザ間の類似度に基づいたユーザの投稿情報の語彙にリン

ク情報を自動的に張り付ける．ここでリンク生成を行うリンク

先として，知識支援情報と興味喚起支援情報がある．知識支援

被リンク情報は，受信者の不明な語彙に対する情報を補完する

ことを目的としており，受信者のユーザ特性として抽出した特

（注1）：http://developer.yahoo.co.jp/webapi/jlp/keyphrase/v1/extract.html

徴語のうち，重要度の低い語彙を選択する．選択された語彙を

用いた検索結果ページとWikipedia ページを被リンク情報と

する．また，受信者と関係性が高い友人を式（2）より発見し，

それら友人の投稿情報に語彙が含まれている場合に被リンク情

報とする．

Sim(−→x ,−→y ) =

∑|V |
i=1

xi · yi√∑|V |
i=1

(xi)2 ·
√∑|V |

i=1
(yi)2

(2)

−→x はユーザ xの特徴ベクト ル，−→y はユーザ yの特徴ベクト

ル，|V | は特徴ベクトルの次元数である．
受信ユーザが発信ユーザへ周知させたくなる興味喚起支援被

リンク情報は，受信者の興味喚起による会話促進を目的として

おり，先程とは逆に重要度の高い語彙を選択する．そして，こ

の場合は受信者ではなく，この語彙を話題にした発信者と関係

性が高い他の友人（ただし，受信者ともネットワークがある）

を式（2）より発見し，語彙が含まれている投稿情報を受信者の

被リンク情報として提示する．

たとえば，ユーザA，B，C，Dがあり，（1）Aと B，（2）Bと

C，（3）BとDが友人関係であり，AがBへ情報を発信した場合，

（2）と（3）の友人関係により，受信者Bにとって知識情報は，B

と関係あるCとDとの関係性が高い方が発信している同じ話題

を提供する．ここでは，式（2）より Sim(
−→
B,

−→
C )<Sim(

−→
B,

−→
D)

と仮定しているため，Bには，Dが投稿した情報のうち，Aの発

信情報から抽出された語彙を含む重要度の高い投稿情報，検索

結果ページやWikipediaページをリンク先とする．このことよ

り，受信者 Bの知識を深めることができる．一方，受信者 Bに

とって発信者Aへ提供したくなる情報は，受信者 Bと関係ある

CとDのうち，発信者Aとも関係が深い方が発信している同じ

話題である．ここでは，式（1）より Sim(
−→
A,

−→
C )>Sim(

−→
A,

−→
D)

と仮定しているため，Bには，Cが投稿した情報のうち，Aの

発信情報から抽出された語彙を含む重要度の高い投稿情報や講

義映像をリンク先とする．このことより，発信者 Aと受信者 B

の友人 Cとの会話を促進することができる．

4. 環 境 構 築

本論文では，実際のデータを用いて情報交換サイトにおける

質問の特徴語抽出と関連質問抽出を検証するための環境構築を

行った．

本稿では，Yahoo!JAPANが提供する知恵袋WebAPI（注2）を

用いて，質問応答データを取得する．今回，車に関する質問応

答を対象とし，2,000件の質問応答データを取得した．検索キー

ワードより，質問とベストアンサーのペアを 100件取得可能で

ある．なお，形態素解析にはMeCabを用いた．また，ベスト

アンサー間のコサイン類似度を算出し，類似度の最も高いベス

トアンサーを抽出した．その結果，提案手法に基づき質問に対

して類似する質問の抽出を確認した．今後，取得したデータに

対して提案手法により推薦された新たな質問提示について検証

を行う予定である．また，車以外のカテゴリを含めた検証が必

（注2）：http://developer.yahoo.co.jp/



要である．

5. ま と め

本論文では，情報交流サイトにおける質問促進として，ユー

ザの質問情報に対して，応答時に質問者の潜在的質問を推定し，

応答結果に潜在的質問内容に関する質問を推薦する応答シス

テムを提案した．また，ユーザの質問に関して，関心の高い他

ユーザを発見し，会話促進のためのりんくせいせいそのユーザ

に返答可能な形式を拡張した．評価実験では，ユーザの質問情

報から，TF-IDFを用いて各質問の特徴語を抽出し，LSIに基

づき抽出した関連質問内容を確認した．今後，質問を推薦する

応答システムの有用性を検証する予定である．
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